
去
年
の
７
月
に
臓
器
移
植
法

が
改
正
し
、
１
５
歳
未
満
の
臓

器
提
供
と
本
人
の
意
思
が
不
明

で
も
親
族
の
承
諾
だ
け
で
臓
器

提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
改
正
法
が
施
行
（
今
年

７
月
１
７
日
）
さ
れ
て
か
ら
現

時
点
（
９
月
６
日
）
で
６
例
の

臓
器
移
植
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

臓
器
移
植
を
す
る
に
は
、
臓

器
提
供
者
が
脳
死
で
あ
る
と
診

断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

脳
死
の
判
定
に
は
、
深
い
昏
睡
、

瞳
孔
の
散
大
と
固
定
、
脳
幹
反

射
の
消
失
、
自
発
呼
吸
の
停
止

な
ど

６
項
目
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
に
脳
波
の
平
坦
化
が

あ
り
ま
す
。
脳
波
と
は
、
脳
の
電
気
活
動
を

波
形
と
し
て
表
記
し
た
も
の
で
、
正
常
で
は

α
波
な
ど
の
波
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
脳
死
で

は
波
が
見
ら
れ
な
く
な
り
平
坦
な
波
形
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
平
坦
な
脳
波
と
は
、
測
定

装
置
の
内
部
雑
音
レ
ベ
ル
以
上
の
脳
波
が
全

く
認
め
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
と
定
義
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
脳
死
と
は
脳

幹
を
含
め
た
脳
全
体
の

機
能
が
失
わ
れ
た
状
態

で
、
脳
幹
の
機
能
が
残
っ

て
い
て
、
回
復
す
る
可

能
性
が
あ
る
植
物
状
態

と
は
異
な
り
ま
す
。

Ｒ
Ｆ
定
量
と
は

（
リ
ウ
マ
チ
因
子
）

リ
ウ
マ
チ
因
子
は
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

（
Ｒ
Ａ
）
患
者
の
血
清
中
に
出
現
す
る
Ｉ
ｇ

Ｇ
に
対
す
る
自
己
抗
体
で
す
。
Ｒ
Ａ
の
７
０

％
～
９
０
％
が
陽
性
を
示
す
こ
と
か
ら
Ｒ
Ａ

診
断
と
治
療
経
過
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
リ
ウ
マ
チ
因
子
陰
性
の
Ｒ
Ａ
や

他
の
疾
患
で
も
陽
性
と
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
診
断
に
は
臨
床
症
状
や
他
の
検
査
項
目

（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
、
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
、
Ｍ
Ｍ
Ｐ
ー
３

な
ど
）
も
合
わ
せ
て
検
査
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

脱
水
症
と
は
、
体
か
ら
排

出
さ
れ
る
水
分
量
が
増
え
た

り
、
摂
取
す
る
水
分
量
の
不

足
に
よ
っ
て
体
内
の
水
分
が

減
り
、
正
常
値
（
成
人
で
は

体
重
の
約
６
０
％
、
小
児
で

は
体
重
の
８
０
％
）
以
下
に

減
少
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

通
常
、
体
内
の
水
分
量
は
一
定
に
保
た
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
摂
取
す
る
水
分
量
に

応
じ
て
腎
臓
が
尿
量
を
調
節
す
る
た
め
で
す
。

脱
水
症
は
水
分
不
足
と
塩
分
不
足
に
よ
り
、

以
下
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

○
高
張
性
脱
水

純
粋
に
、
水
分
不
足
の
脱
水

原
因
―
水
分
の
摂
取
不
足
、
大
量
の
発
汗

症
状
―
発
熱
、
口
の
渇
き
、
重
症
で
は
精

神
障
害
な
ど
。

○
低
張
性
脱
水

ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
く
失
わ
れ
塩
分
不
足
の

脱
水

原
因
―
大
量
に
汗
を
掻
い
た
あ
と
に
水
分

の
み
を
摂
取
し
た
時
、
下
痢
や
嘔
吐
が
続

い
た
時
な
ど
。

症
状
―
自
覚
症
状
と
し
て
現
れ
に
く
い
が
、

ひ
ど
く
な
る
と
倦
怠
感
、
頭
痛
、
吐
き
気
、

痙
攣
、
低
血
圧
な
ど
を
起
こ
す
。

○
等
脹
性
脱
水

体
内
の
水
分
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
同
じ
割
合

で
失
わ
れ
て
い
る
混
合
性
の
脱
水

症
状
―
低
張
性
・
高
張
性
脱
水
、
両
方
の

特
徴
を
示
す
。

治
療

脱
水
の
症
状
が
軽
度
で
あ
れ
ば
、
水

で
は
な
く
電
解
質
を
含
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
な
ど
の
水
分
を
補
給
し
て
安
静
に
し
て

い
れ
ば
回
復
し
ま
す
。
全
身
の
倦
怠
感
や
頭

痛
や
吐
き
気
を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
の
重
症
の

場
合
は
、
医
療
機
関
で
の
治
療
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
治
療
法
は
輸
液
療
法
を

行
い
ま
す
。
急
な
体
液
の
補
正
を
行
う
と
危

険
な
状
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で

２
、
３
日
経
過
を
見
な
が
ら
治
療
し
ま
す
。
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輸 血 前 に 行 う 検 査

輸血を行う前には、治療を受ける人

(受血者)のABO.Rh血液型と一致した、副

作用が起きにくい血液製剤を選ぶための

検査を行います。検査にはABO・Rh式血

液型検査、不規則性抗体検査、交差適合

試験があります。

輸血に関わる業務のミスは、人命にか

かわる重大事故につながることがあり、

特にABO型が違う血液を輸血した場合の

死亡率は約10%にものぼります。このた

め、輸血前の血液型検査は、同一患者か

ら異なる時点で採血した２検体で二重チェッ

クを行っています。

不規則性抗体検査では、受血者の血液

中に、人の赤血球と反応して溶血などの

副作用を起こす抗体がないかを調べます。

交差適合試験では、輸血用血液と受血

者血液を試験管内で混ぜあわせて、赤血

球に凝集や溶血反応が起きないかを検査

します。

不規則性抗体が陰性で、

交差適合試験で反応が見

られなければ、適合血と

して検査室から輸血用に

出庫されます。

チェック！

秋の代表的な味覚である秋刀魚。おろし生姜や

ネギを薬味に添え、刺身で頂いたり、蒲焼なら

粉山椒をふるのも良し。定番の塩焼きは

やはり大根おろしで。脂が乗って一層

美味しくなる秋刀魚の旬はこれからです。

もう少し値頃になるのを待ちたいところです。

編
集
後
記

近
頃
よ
う
や
く
涼
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
８
月
は
夜
も
気

温
が
下
が
ら
ず
、
暑
い
日
が
続

い
て
い
ま
し
た
ね
。

北
海
道
に
涼
し
さ
を
求
め
て

遊
び
に
来
た
人
も
、
「
こ
ん
な

ハ
ズ
じ
ゃ
あ
・
・
・
」
と
、
今

回
は
参
っ
た
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
人
も
参
っ
て
ま
す
！

地
球
温
暖
化
阻
止
し
ま
し
ょ
う
！

正
常
脳
波

平
坦
な
脳
波


